April 13, 2010 読書会「空気」と「世間」
Haruka McMahon
Almond Andel: じゃ、みなさん、もうご存知の

Memo Parnall: どきどき…

Almond Andel: ものづくり講師、HARUKAさんに

Almond Andel: 読書会を進行していただきます

Almond Andel: よろしく！

marube Oh: お願いします

Haruka McMahon: よろしくお願いしますー

Amari Blackburn: パチパチ

Hiroshi Kumaki: ぱちぱちぱちぱち

marube Oh: ぱちぱち

Haruka McMahon: 一応、前半で本の内容ざっと紹介して

Haruka McMahon: 後半はもうフリートークみたいな感じにしたいんですが

Hiroshi Kumaki: はい

Haruka McMahon: 前半でもどんどん遠慮せずに発言してください

marube Oh: はい

Almond Andel: はい

Hiroshi Kumaki: はい

Amari Blackburn: ろじゃー

Haruka McMahon: で、今日取り上げる本が

Haruka McMahon: 「空気」と「世間」という

Haruka McMahon: 後ろに表紙出てます

Haruka McMahon: この「空気」、いわゆるKY,.「空気読め」の空気なんですが

Haruka McMahon: みなさん、「空気読んでよ」と言われたり

Haruka McMahon: 逆に「こいつ、空気読んでよ～」と思ったことってありますか？

Hiroshi Kumaki: ないなぁ

marube Oh: 無い人は居なさそうですが。。

marube Oh: えええ？？

Hiroshi Kumaki: あはは

marube Oh: ないですか？

Haruka McMahon: おおｗ

Hiroshi Kumaki: ないですね。ｗ

Hiroshi Kumaki: うん

Haruka McMahon: まるべさんは割とある感じですか

Hiroshi Kumaki: 空気はつくっちゃう方なんで

Haruka McMahon: なるほどー

marube Oh: 話の腰を折る人って

Hiroshi Kumaki: 陰では言われてるかもだけど。ｗ

marube Oh: いますよね

Haruka McMahon: いますねー

Hiroshi Kumaki: うん

Almond Andel: （こんにちは、今、はじまったばかりです）

Haruka McMahon: ある一方方向に話が流れてるのに

Haruka McMahon: とつぜん全然関係ない話をしたり

Haruka McMahon: という感じでしょうか

marube Oh: ですね

Haruka McMahon: Hiroshiさんみたいに

Haruka McMahon: 空気を作れる人っていうのも

Haruka McMahon: 貴重な存在ですよね

Hiroshi Kumaki: いやいや。ｗ

Hiroshi Kumaki: 例えば今の場合ですけどね

Haruka McMahon: はい

Hiroshi Kumaki: そういう時は

Hiroshi Kumaki: 空気読めって思うより

Haruka McMahon: ええ

Hiroshi Kumaki: 何でこの人はこの話を持ち出してきたんだろう？　と

Hiroshi Kumaki: そう考えることの方が多いですね

Haruka McMahon: なるほどー

Hiroshi Kumaki: 何か関係あるんだろうと。ｗ

Haruka McMahon: たまに、全然関係なくて

Haruka McMahon: ただ自分のしたい話を持ち出しただけ、みたいなことってないですかｗ

Hiroshi Kumaki: あはは

Hiroshi Kumaki: それは

Hiroshi Kumaki: その人の中では関係あるんでしょうね。ｗ

Hiroshi Kumaki: それだったオレオレみたいな。ｗ

Haruka McMahon: なるほどー

Hiroshi Kumaki: それはそれで

Hiroshi Kumaki: 迷惑ですけどね。ｗ

Haruka McMahon: そうですねー

marube Oh: 会話だけではなく、TPOを考えないってのもありますよね。

Haruka McMahon: だから空気読めって思っちゃう

Hiroshi Kumaki: うん

Hiroshi Kumaki: だけど

Hiroshi Kumaki: 僕が面白いと思うのは

Hiroshi Kumaki: 何故

Hiroshi Kumaki: TPOとか

Hiroshi Kumaki: 状況と言う言葉でなくて

Hiroshi Kumaki: 「空気」なのか、ということですね。ｗ

Haruka McMahon: なるほどー

Haruka McMahon: なんか、その場に実際に存在する「空気」

Haruka McMahon: 別に今はこの話をしないといけないって決まってるわけじゃないけど

Haruka McMahon: なんとなくそんな気にさせられるような何かが

Haruka McMahon: その場を包んでいる

Hiroshi Kumaki: うんうん

Hiroshi Kumaki: そうそう

Haruka McMahon: そんな状態が空気と呼ばれるんだと思います

Haruka McMahon: この「決まってるわけじゃない」ってのがなかなか曲者で

Hiroshi Kumaki: そうですね

Haruka McMahon: 今スライドだしました

Haruka McMahon: 本の中では、お笑い番組を例にとって

Amari Blackburn: おおー

Haruka McMahon: さんまちゃんとかタモリとか

Haruka McMahon: 大物司会者がその場の空気を決めてる例が出てくるんですけど

Haruka McMahon: そういう人がいない状態で

Haruka McMahon: でも「空気読め」って言われる

Haruka McMahon: でもその空気がどんなものかはっきりしない

Haruka McMahon: だから逆に、その「空気」が強制力を持つ

Hiroshi Kumaki: 世間、と同じですね。

Hiroshi Kumaki: 世間も

Haruka McMahon: つまり、自分の苦手だと思ってること

Haruka McMahon: そうですねー

Hiroshi Kumaki: 一体誰のことかわからない。ｗ

Haruka McMahon: うんうん

Haruka McMahon: たとえばここで私が

Haruka McMahon: 「みなさん空気読んで、もっと発言してくださいよー」と言ったとすると

Haruka McMahon: 話下手な人なんかはすごくプレッシャーに感じてしまう

marube Oh: なるほど

Haruka McMahon: 自分の中の苦手感を「空気」に勝手に投影しちゃってるんですね

Haruka McMahon: これが、空気の強制力ということです

Haruka McMahon: で、Hiroshiさんが「世間も同じ」っておっしゃったんですけど

Haruka McMahon: 本の中では、「世間」が流動化したものが「空気」と言われてます

Haruka McMahon: それはどういうことかというと

Hiroshi Kumaki: うむ

Haruka McMahon: まず世間というのは

Haruka McMahon: 自分と利害関係がある集団のことです

Hiroshi Kumaki: うは

Haruka McMahon: 本に例示されてるのが

Haruka McMahon: 電車に駆け込んで、空いた席にどさーっとバッグおいて

Haruka McMahon: 「ほらこっち、席とったわよー！」とか叫ぶおばちゃんｗ

marube Oh: うんうん

marube Oh: ｗ

Hiroshi Kumaki: たまらん。ｗ

Haruka McMahon: そうすると後から仲間のおばちゃんとかどやどや乗りこんできて

Haruka McMahon: どっかり座るわけですねｗ

Haruka McMahon: そばにお年寄りとかいてもお構いなしｗ

Haruka McMahon: こんばんはー

Naoyuki Mertel: （こんばんは＾＾）

Almond Andel: （こんばんはー）

Haruka McMahon: で、どうしておばちゃんたちは周囲にかまわないのかというと

marube Oh: （こんばんは～）

Haruka McMahon: 周囲の人達は利害関係にないから

Haruka McMahon: 自分と、仲間のおばちゃんたち

Haruka McMahon: それが世間で

Haruka McMahon: それ以外の人は

Haruka McMahon: 自分と関係ない「社会の人」という発想

Haruka McMahon: それが、日本には蔓延している

marube Oh: 身内、、、うちとそと

Hiroshi Kumaki: うむ

Haruka McMahon: まさしくそれですね

Haruka McMahon: これは海外でも、中世以前は似たような状況だったんですが

Haruka McMahon: 中世以降、キリスト教やイスラム教などの一神教による社会が確立すると

Haruka McMahon: 神様対個人、という形の関係になってきて

Haruka McMahon: 個人の集まったものが社会で

Haruka McMahon: 世間というものはなくなってしまいます

Haruka McMahon: そして、世間の５つのルール

Haruka McMahon: お中元を贈り合うような贈与関係

Haruka McMahon: 長幼の序、つまり年功序列

Haruka McMahon: 共通の時間意識

Haruka McMahon: つまり同じ時代に生きているという意識ですね

Haruka McMahon: それらを核にもったものが世間で

Haruka McMahon: その結果、世間という集団は

Haruka McMahon: 差別的で排他的なものになり

Haruka McMahon: 一種の神秘性に支配された者になる

Haruka McMahon: これは不合理とか理屈抜きとか言い換えてもいいと思います

Haruka McMahon: 要は、「それが世間ってもんなんだよ」で全部すまされるｗ

Hiroshi Kumaki: ですね

Haruka McMahon: 理屈とか正論とか通じません

Almond Andel: 実体がないから余計つよい

Meixue Rang: すみません遅く鳴りました

Haruka McMahon: そうですね

Haruka McMahon: こんばんはー

Naoyuki Mertel: こんばんは～

Meixue Rang: こんばんは～

Hiroshi Kumaki: 様までつくからね

marube Oh: こんばんは

Almond Andel: （こんばんは、おかけください）

Hiroshi Kumaki: そんなことは世間様が許さないよ、って。ｗ

Hiroshi Kumaki: こわーい感じ。ｗ

Haruka McMahon: うんうん

Amari Blackburn: ふふ

Haruka McMahon: で、この世間のルールのいくつか

Haruka McMahon: 主に核になる上３つのルールが壊れたとき

Haruka McMahon: 世間が流動化して空気となります

Hiroshi Kumaki: 壊れるんだ

Haruka McMahon: たとえば組閣直後の新内閣

Haruka McMahon: まだ根回しとかあんまり出来てなくて

Haruka McMahon: お互いの力関係も微妙

Haruka McMahon: 贈与の関係と長幼の序が壊れた状態ですね

Haruka McMahon: そうすると、共通の時間意識

Haruka McMahon: これからこの新しい内閣で新しい政治をやるんだ、という意識

Haruka McMahon: それだけが残って、それが「空気」になるとこの本は説明してます

Hiroshi Kumaki: ふーむ

Haruka McMahon: あるいは、「今はそんなこと言える空気じゃないから」みたいな

Haruka McMahon: なんとなく抑圧ムードがある場合

Haruka McMahon: 「今は」ダメだけど今後変わる可能性がある

Haruka McMahon: 変わったら共通の時間意識がそこで崩れる

Haruka McMahon: それもまた流動化した「空気」です

Amari Blackburn: 空気」はパワープレイの綱引き状態と考えてもいいですか？つまり、どっちにも転べる

Haruka McMahon: そうですね

Haruka McMahon: そんな感じだと思います

Haruka McMahon: 逆に、綱引きやっても動かないのが「世間」

Amari Blackburn: でも、外れたことすると「空気読め」になるから不思議ですね

Haruka McMahon: そうなんです

Haruka McMahon: 強制力は残ってる

Haruka McMahon: じゃあその強制力に対抗するにはどうしたらいいか

Haruka McMahon: 空気は不合理だから理屈は通じない

Haruka McMahon: だから、理屈で真っ向から立ち向かうんじゃなくて

Haruka McMahon: 一本軸をずらす

Haruka McMahon: 絶対的な空気に対して、相対的な視点を提示する

Haruka McMahon: それが、空気に対抗する技術だとのべています

Hiroshi Kumaki: ふむ

Hiroshi Kumaki: ということは

Hiroshi Kumaki: 鴻上さんは

Haruka McMahon: はい

Hiroshi Kumaki: 空気に対抗することを勧めてる？

Haruka McMahon: そうですね

Hiroshi Kumaki: 空気を壊せと。ｗ

Haruka McMahon: かならずしもそれだけとは限りませんが

Haruka McMahon: 少なくともこの本では

Haruka McMahon: 空気に支配されっぱなしになる必要はない、というスタンスです

Hiroshi Kumaki: なるほど

Almond Andel: 空気の持つ抑圧に対抗するってことでしょうね

Haruka McMahon: 「いじめられている中学生に向けてこの本を書いた」そうです

Haruka McMahon: そうですね

marube Oh: 鴻上さんはあまり空気がお好きではない印象でしたね。

Hiroshi Kumaki: あー、なるなる。＾＾

Hiroshi Kumaki: でしょうね。

Haruka McMahon: そして今の時代は

Memo Parnall: 中学生へんが一番しんどそう…

Haruka McMahon: 世間が壊れて空気がその代わりになりつつある

Haruka McMahon: そんなに空気が支配的なら

Haruka McMahon: それを嫌って、世間が壊れたらもう自由！となってもいいはずなんですが

Haruka McMahon: そうはならずに、空気が流行る

Almond Andel: 世間が核家族化しちゃったんですね

Haruka McMahon: それは、世間や空気が支配する一方で人々を支えてきたからだと

Haruka McMahon: さっき、2枚目のスライドで

Haruka McMahon: 西洋は神様対個人だといいましたが

Haruka McMahon: これは、個人の生き方に対して

Haruka McMahon: 神様が支えてくれるという意味でもあります

Hiroshi Kumaki: そうですね

Haruka McMahon: 神様に対して胸張れる生き方をしてるなら

Haruka McMahon: 世間の顔いろなんてうかがう必要はない

Basic Chair: Right click me and choose 'Sit Here' to sit down

Haruka McMahon: でも日本では一神教の神様は一般的にはいないから

Haruka McMahon: 代わりに世間が、自分と利害関係のある世の中が支えてくれる

Haruka McMahon: 世間に顔向けできる生活をしてれば

Haruka McMahon: それで万事OK

Haruka McMahon: ところが、経済的なグローバル化で

Haruka McMahon: 自分と利害関係にある集団というのが減ってきた

Haruka McMahon: 地域の人とも関係をもたなくなり

Haruka McMahon: そうすると利害関係がなくなり

Haruka McMahon: 年功序列とかそういう世間のルールも崩れていく

Haruka McMahon: また精神的グローバル化

Haruka McMahon: いろいろな情報が入ってきて

Naoyuki Mertel: 非正規雇用多くなりましたもんね

Haruka McMahon: 必ずしも世間の抑圧に耐える必要がないんだ、となってくると

Haruka McMahon: 共通の時代を生きているという意識も薄れる

Haruka McMahon: Naoyukiさんのおっしゃった雇用不安もそういう流れですね

Haruka McMahon: そういう世の中で

Haruka McMahon: 支えてもらえないという不安が

Haruka McMahon: 世間の崩壊を加速させて

Haruka McMahon: 崩壊するからなおさら支えてもらえないという

Haruka McMahon: 負のスパイラルが発生してしまいます

Haruka McMahon: じゃあ何に支えてもらうのか

Haruka McMahon: 古き良き時代に戻るのか

Haruka McMahon: 支えを必要としない強い個人を目指すのか

Haruka McMahon: いろいろ生き方はありますが

Haruka McMahon: どれもメリットデメリットがある

Haruka McMahon: 表に上げているのは

Haruka McMahon: 左側が支えとして選ぶもの

Haruka McMahon: 右がそのデメリットです

Haruka McMahon: 結局デメリットはついて回る

Hiroshi Kumaki: ふふ

Haruka McMahon: そこでこーかみさんは

Hiroshi Kumaki: 家族が抑圧と否定の場だったら悲しいことだなぁ。ｗ

Haruka McMahon: 家族に恵まれればいいですけど

Haruka McMahon: 最近は虐待とかDVとか

Amari Blackburn: なかなかそうはならないですよ>家族

Haruka McMahon: 必ずしも家族が支えにならないケースもありますからね

Naoyuki Mertel: 食い扶持稼げ～という圧力はありそうｗ

Haruka McMahon: あははｗ

Hiroshi Kumaki: あはは。ｗ

Amari Blackburn: 親の面倒みろ、という圧力とか

Haruka McMahon: あるあるｗ

marube Oh: ある！

Haruka McMahon: で、こーかみさんは

Almond Andel: ｗ

Haruka McMahon: 「社会と緩やかにつながる」という方法を提案しています

Haruka McMahon: 複数の共同体に緩やかに所属する

Haruka McMahon: 一つの原理で動く「世間」だけじゃなくて

Haruka McMahon: 家族あり、会社あり、趣味のサークルあり

Haruka McMahon: 一つが抑圧になっても

Haruka McMahon: また別の集団が支えになってくれる

Haruka McMahon: その為には、価値観の違う集団に対して

Haruka McMahon: 自分の立場を言葉で説明できないといけない

Haruka McMahon: 「空気読んで」じゃなくて言葉で明確に騙る

Haruka McMahon: 騙っちゃダメorz

Haruka McMahon: 語る、ですねｗ

Hiroshi Kumaki: ｗ

Naoyuki Mertel: ｗｗ

Almond Andel: はは

marube Oh: ｗ

Haruka McMahon: それがいまの生きにくい空気に抑圧された時代を

Haruka McMahon: 生き抜くよりよい方法じゃないか、というのが

Haruka McMahon: この本の結論になっています

Hiroshi Kumaki: なるほど

Naoyuki Mertel: なるほど～

Haruka McMahon: というところでちょうど時間になってしまい

Haruka McMahon: やっぱりトークの時間がとれませんでした＾＾；

Hiroshi Kumaki: あはは

Almond Andel: ｗ

Almond Andel: はるかさん、おつかれさま

Almond Andel: ありがとうございました

Naoyuki Mertel: おつかれさま～＾＾

Hiroshi Kumaki: おつかれさまー

marube Oh: ありがとうございます！

Meixue Rang: おつかれさまです～

marube Oh: よくまとめてあってわかりやすかったです

Almond Andel: 内向きの抑圧から、外に出よう

Haruka McMahon: お聞きいただきましてありがとうございました

Naoyuki Mertel: ありがとうございました

Almond Andel: という元気の出る本のようですね

Amari Blackburn: ありがとうございました

Haruka McMahon: はい

Hiroshi Kumaki: ありがとうございましたー

ikuko Spinotti: ありがとうございましたー

Almond Andel: ありがとうございました

Meixue Rang: ありがとうございました

Rianna Demina: ありがとうございましたーーーー

Amari Blackburn: パチパチパチ

Almond Andel: （！）

Meixue Rang: ぱちぱちぱち～

marube Oh: ぱちぱちぱち

Memo Parnall: ありがとうございましたー

Naoyuki Mertel: ぱちぱちぱちぱち～～！

Almond Andel: ぱちぱち

Almond Andel: ということで

Almond Andel: ちょっと来週の予告をさせてくただし

Almond Andel: 来週は、フリートークを予定していましたが

Almond Andel: 再来週に予定していた

Almond Andel: Lemonn医師の都合により

Almond Andel: Lemonn

Almond Andel: 先生の医療講座を先にもってくることになりました

Almond Andel: で

Almond Andel: ｗ

Almond Andel: 来週は、「ヘルニア」をやっていただく予定です

Hiroshi Kumaki: おお

Meixue Rang: やったことありますorz

Haruka McMahon: おー

Almond Andel: わたしも、ヘルニアのなんたるか、よく知らないのですが

Almond Andel: ああ

Almond Andel: Maixueさん、そうですか

Naoyuki Mertel: おー。なったら大変そう・・

Almond Andel: そうですね

marube Oh: ほ～

Haruka McMahon: 痛いんですよね……

Almond Andel: なったら大変そう

Almond Andel: いたいんですか

Meixue Rang: 歩けなくなりました^^;;＞椎間板ヘルニア

Almond Andel: ・・・

Haruka McMahon: うわあ

Amari Blackburn: うは

Almond Andel: というわけで、

Naoyuki Mertel: あらら、、

Almond Andel: ヘルニアのうんちくを傾けていただく予定です

Memo Parnall: レモン先生大腸外科やから別件のヘルニア…？

Almond Andel: ぜひ、お越しください

Memo Parnall: はーーい

Almond Andel: ｗ

Hiroshi Kumaki: ヘルニアって

Amari Blackburn: 脱腸ですか？　＞ヘルニア

Hiroshi Kumaki: 腸関係では？

marube Oh: 来週のお楽しみですよ　＾＾

Naoyuki Mertel: あははｗ

Amari Blackburn: そうですね

Hiroshi Kumaki: ＾＾

Memo Parnall: なのかと思ってた…　骨系と腸系？みたいな

Haruka McMahon: ふむー

Almond Andel: もうちょうの変種かと

Naoyuki Mertel: どちらもありますよねｗ

Almond Andel: ぜひ、おたのしみに

Memo Parnall: 不可解ナリ人体

marube Oh: まだしばらくおしゃべりタイムありですか？

Haruka McMahon: ええ、ぜひ

Naoyuki Mertel: 組織が飛び出るだっけ＾

Meixue Rang: すみません、占いのお客様がお待ちなので行ってきますｗｗｗ

marube Oh: はるかさんへ質問！

marube Oh: はい、お疲れ様でした。

Almond Andel: 時間の許す限り、お話してもいいかもしれませんねー

Hiroshi Kumaki: はーい

Hiroshi Kumaki: いってらっしゃーい

Memo Parnall: ブラックジャックででべそがエラいことになる話があったような…

Meixue Rang: 失礼します～

Haruka McMahon: おつかれさまでしたー

Naoyuki Mertel: またです～

Memo Parnall: おつかれさまですーー

Almond Andel: おつかれさまでした

Hiroshi Kumaki: そそｗ

ikuko Spinotti: お先でーす

marube Oh: 私のSLのお友達が

Amari Blackburn: 死んだばあさんがよく「あ、今腸がでてる」とかいってた

Haruka McMahon: 私はOKです。あとはここ使ってよければ

Almond Andel: おつかれさまー

Memo Parnall: ええええええええええw＜おばあちゃん

marube Oh: 世間は

Haruka McMahon: はい

marube Oh: 日本以外にアジア全般にあると

Hiroshi Kumaki: ほー

marube Oh: そう思われます？

Almond Andel: そうか。あと、30分ほどでプロジェクタはきえてしまうかもしれません

Haruka McMahon: うーん、どうでしょう

Hiroshi Kumaki: わからないな

Hiroshi Kumaki: 少なくとも

Hiroshi Kumaki: 英語には世間と言う言葉はないし

Hiroshi Kumaki: 空気という言い方もしない

Hiroshi Kumaki: アジアの国々については

Hiroshi Kumaki: 文化が多様なので

Almond Andel: モードセッティング、というのはありますけど

Almond Andel: あれ、合理的ですね

Hiroshi Kumaki: 一般化はしにくいね

Almond Andel: 理屈もある

Hiroshi Kumaki: うん

Hiroshi Kumaki: そうそう

Hiroshi Kumaki: でもたとえば

Almond Andel: 交渉の余地、ありますね

marube Oh: その場の雰囲気に流されるってのは

Amari Blackburn: あっちは「神の名のもとに」とかあるから＞西洋

Hiroshi Kumaki: Mode settings says you're wrong

marube Oh: 東アジアでは多いのではないかといわれた。

Hiroshi Kumaki: とは言わないでしょ。ｗ

Naoyuki Mertel: ｗｗ

Haruka McMahon: 池田信夫はpoliticaly collect が空気の同義語だと言ってたけど

Almond Andel: あー、なるほど

Haruka McMahon: 政治的に正しい、ってそういう意味じゃないような……

Hiroshi Kumaki: ところで

Hiroshi Kumaki: みなさんは

Almond Andel: そういう意味でなくても

Hiroshi Kumaki: 世間て言われた時

Hiroshi Kumaki: 何を思い浮かべます？

Memo Parnall: 一神教じゃないとこがグローバル化でぶっこわされたらやっぱなるんでねえかのー？

Hiroshi Kumaki: 人ですか？

Almond Andel: 確かに排他的な要素があったかも

Hiroshi Kumaki: ものですか？

Almond Andel: 不合理な排他性

Hiroshi Kumaki: 多分

Almond Andel: だめなものはだめ！みたいな

Haruka McMahon: なるほどー

Memo Parnall: ひそひそネットワークかな＜世間

Hiroshi Kumaki: イメージできないのでは？

Naoyuki Mertel: 世間～なんだろう。。あまり意識していないかも

Hiroshi Kumaki: もともとは

Hiroshi Kumaki: 仏教語ですね

Memo Parnall: おお

Hiroshi Kumaki: 空間という意味です。

Almond Andel: 世間体が悪い、なんて、親に言われませんでした？

Naoyuki Mertel: おー

marube Oh: そうか

Haruka McMahon: 言われましたね

Rianna Demina: へーーーー

Hiroshi Kumaki: ものごとが起こる場所

Haruka McMahon: なるほどー

Hiroshi Kumaki: それが

Almond Andel: 今、あんまり言わなくなっているような気がする

Hiroshi Kumaki: 平安時代に

Hiroshi Kumaki: 世界、という意味になり

Hiroshi Kumaki: 鎌倉時代に

Memo Parnall: ほうほうほう

Hiroshi Kumaki: 人、の意味が出てくる

Haruka McMahon: ふむふむ

Hiroshi Kumaki: いや

Hiroshi Kumaki: 実は

Hiroshi Kumaki: 僕は

Hiroshi Kumaki: 仕事柄

Hiroshi Kumaki: いろんな世代の人との付き合いがあるんですが

Hiroshi Kumaki: 世間は

Haruka McMahon: はい

Hiroshi Kumaki: 比較的年が上の方の人が使い

Hiroshi Kumaki: 空気は

Hiroshi Kumaki: 若い人ほど使う

Hiroshi Kumaki: 実は

Hiroshi Kumaki: これは私見ですが

Naoyuki Mertel: なるほどー

Haruka McMahon: ええ

Amari Blackburn: 空気の方が扱いやすいからじゃないかな

Hiroshi Kumaki: いえ

marube Oh: 鴻上さんもそういわれてませんでした？

marube Oh: 本の中で

Haruka McMahon: そうですね

Hiroshi Kumaki: 古い人たち、っていうと悪いけど

Almond Andel: 共同体が崩れているんでしょう、

Hiroshi Kumaki: 古い人たちの世界は世間で動いてる

Almond Andel: たぶん

Hiroshi Kumaki: これ

Hiroshi Kumaki: おっしゃったように

Naoyuki Mertel: 付き合うネットワークの差なのかなあ？

Haruka McMahon: うんうん

Hiroshi Kumaki: 年功序列とか

Hiroshi Kumaki: そう言う世界ですね

Hiroshi Kumaki: これが

Haruka McMahon: そうですね

Hiroshi Kumaki: 若い人たちにはわからない

Hiroshi Kumaki: でも

Hiroshi Kumaki: わからないでは済まされない

Hiroshi Kumaki: 何となれば

Memo Parnall: 共同性ある程度実体的に想像する感覚があるかないかとか…＜年代差

Hiroshi Kumaki: その中に入って生きていかないといけないからね

Hiroshi Kumaki: そこで

Hiroshi Kumaki: かれらが見つけたのが空気

Haruka McMahon: ふむ

Hiroshi Kumaki: つまり

Hiroshi Kumaki: 空気を読め、というのは

Hiroshi Kumaki: 読まないと生きていけないよ、という

Hiroshi Kumaki: 仲間意識から出ている

Hiroshi Kumaki: また

Haruka McMahon: なるほど

Hiroshi Kumaki: 仲間でいてほしいから

Hiroshi Kumaki: あいつ空気読めないんだよね

Hiroshi Kumaki: ＝困る、ということになる

Hiroshi Kumaki: これは

Hiroshi Kumaki: 世間、の世界の人たちと

Hiroshi Kumaki: 対するところにある世界

Hiroshi Kumaki: だからこそ

Hiroshi Kumaki: 若い人ほど悩む

Hiroshi Kumaki: 何で自分は空気読めないんだろう、って

Memo Parnall: 去年、学生が面白いレポート書いてくれて

Haruka McMahon: なるほど

Amari Blackburn: で、「読めなくてもいいんだ」と気がつくと大人になるw

Memo Parnall: 他のひとのためにいいことをしようとするのは「思いやり」

Hiroshi Kumaki: そうですね

marube Oh: 思いやり。。。

Memo Parnall: 他のひとが嫌なことを避けようとするのが「空気を読む」

Haruka McMahon: おお！

Amari Blackburn: 空気を手玉に取るとおばちゃんになる

marube Oh: おおお。

Memo Parnall: で、余計なことしちゃうとリスクがでてくるから

Memo Parnall: 空気を読んじゃうんじゃないかと。

marube Oh: なるほど。

Hiroshi Kumaki: そう

Hiroshi Kumaki: だから

Hiroshi Kumaki: 空気を読むは、実は

Memo Parnall: で、それだけだとあかんのやないかとオチをつけてました

Hiroshi Kumaki: 五段活用しないと思ってます。ｗ

Haruka McMahon: なるほどー

Haruka McMahon: 五段活用？

Hiroshi Kumaki: 空気を読め、か

marube Oh: すくなくとも仲間はずれにはされない。。ということ

Almond Andel: まっとうですねー

Hiroshi Kumaki: 空気を読めない、か

Memo Parnall: 命令形おんりー…

Haruka McMahon: なるほどｗ

Hiroshi Kumaki: そうそう

Hiroshi Kumaki: 例えば

Hiroshi Kumaki: はーい、これからは空気を読みます

Hiroshi Kumaki: なんて表現は

Hiroshi Kumaki: 可能ではあっても聞かれないですね

Hiroshi Kumaki: もし空気を読むとすると、とか

Hiroshi Kumaki: そんな表現もない

Haruka McMahon: 確かに

Memo Parnall: おー

Hiroshi Kumaki: 必ず否定的、命令的なんです

Hiroshi Kumaki: それが

Hiroshi Kumaki: 空気の正体かも

Haruka McMahon: 「空気を読まない」はたぶん「あえて」が枕詞につくｗ

Almond Andel: でも、思いやりも、やっぱり空気を読んでうまれてくることもあるよ

Hiroshi Kumaki: あは

Hiroshi Kumaki: うん

Almond Andel: たぶん

Hiroshi Kumaki: 説明としてはあるの

Hiroshi Kumaki: 空気を読んでこうしてあげる、とかね

Hiroshi Kumaki: でも

Memo Parnall: うん、相手のことを見るっていうのが、思いやりにも空気読むにも必要ですねー

Hiroshi Kumaki: 言葉にはならないでしょう？

Amari Blackburn: 話し手が若い感じがしますね。＞読みますor 読むとすると

Hiroshi Kumaki: 発言には

Haruka McMahon: ふむー

Memo Parnall: ああ、空気を読むとか、キャラを作るとか、そういう作為は出しちゃいけないらしいんですよw　若いヒトらわ

Hiroshi Kumaki: ｗ

Haruka McMahon: え、キャラを作るのダメなの？ｗ

marube Oh: そっか

Hiroshi Kumaki: うん

Memo Parnall: どんだけハードモードなんだっつーw

Hiroshi Kumaki: だから

Hiroshi Kumaki: 安全を

marube Oh: 大変だな～。

Hiroshi Kumaki: 守るたものものなんです

Hiroshi Kumaki: 若い人たちが

Haruka McMahon: なるほどー

Hiroshi Kumaki: いかに飛びでないか

Hiroshi Kumaki: だから

Hiroshi Kumaki: 僕は敢えて空気は読むな、と言う。ｗ

Memo Parnall: キャラ論の方で、若い人にインタビューしたらはっきり…＜キャラ作りNG

Haruka McMahon: へー

Hiroshi Kumaki: 今

Amari Blackburn: ほうほう

Hiroshi Kumaki: こんな時代でしょ

Hiroshi Kumaki: 仕事首になったりしない

Memo Parnall: 瀬沼文昭さんの本ですが、おもろいですよ＜キャラ論

Hiroshi Kumaki: 嫌われない

Hiroshi Kumaki: そのためには

Hiroshi Kumaki: 空気を読んで

Hiroshi Kumaki: 静か〜にしてることなんです。
Hiroshi Kumaki: 僕には無理な世界。ｗ

Memo Parnall: ああそういえば

Amari Blackburn: デイトレーダーに向いてる性格かも＞キャラが立たない

Memo Parnall: 別の学生が

Haruka McMahon: 「自分は空気読んでます」が支えてくれる根幹になるわけですね

Memo Parnall: 「空気を読んでいたら、空気になりました。」とだけレスポンスペーパーに書いてきてw

Hiroshi Kumaki: そうですね

Hiroshi Kumaki: でも

Haruka McMahon: 深いｗ

Hiroshi Kumaki: さっきから話してるように

Hiroshi Kumaki: 空気そのものも流動的

Memo Parnall: 深すぎてどうしていいかわかんなかったw

Hiroshi Kumaki: あはは

Haruka McMahon: ええ

Memo Parnall: 実体ないんですよね、空気だからw

marube Oh: ｗ

Haruka McMahon: そうなんですよねー

Hiroshi Kumaki: そうなんです

Hiroshi Kumaki: だから

Haruka McMahon: 支えてもらってるというよりは

Hiroshi Kumaki: さっきも言いましたが

Haruka McMahon: 頼りないものにしがみついてる

Hiroshi Kumaki: 英語には

Hiroshi Kumaki: そういう表現はない

Haruka McMahon: はい

Hiroshi Kumaki: もう一つ

Hiroshi Kumaki: 景気という表現もない

Hiroshi Kumaki: これも

Hiroshi Kumaki: 実体のないもの

Haruka McMahon: ふむ

Hiroshi Kumaki: 景気って

Hiroshi Kumaki: 経済の天気ですよ。ｗ

Memo Parnall: 景況DIとか英語だとどうなるんだ…

marube Oh: すみません、そろそろ

Hiroshi Kumaki: 雨が降ったから

marube Oh: ちょっと去ります！

Memo Parnall: まさかあんなんやってるの日本だけ！？

Haruka McMahon: お疲れ様でしたー

Memo Parnall: おつかれさまですーー

Hiroshi Kumaki: あはは

Hiroshi Kumaki: はーい

Hiroshi Kumaki: おつかれさまでーす

marube Oh: お疲れ様です！

Almond Andel: おつかれさま

Rianna Demina: おつかれさまでーす

Naoyuki Mertel: おつかれさまです～

Hiroshi Kumaki: 英語では普通に

Haruka McMahon: ありがとうございました

Hiroshi Kumaki: business is slow ですけどね

Naoyuki Mertel: 好景気、不景気なんかは、英語でもあると思いますよ～

Hiroshi Kumaki: 商売の反応が悪いね

Memo Parnall: 資本の流れがゆるゆーるで滞ってると

Hiroshi Kumaki: ということですね

Amari Blackburn: 景気はビジネス全体だけど、彼らは「自分自身/業界」のビジネスがまずあるから

Hiroshi Kumaki: いやいや

Hiroshi Kumaki: 天気の表現では

Haruka McMahon: なるほど

Hiroshi Kumaki: レトリックは別として

Hiroshi Kumaki: ないですね

Hiroshi Kumaki: そうそう。

Memo Parnall: なんだか今日はお利口になった！！

Hiroshi Kumaki: 日本語は

Hiroshi Kumaki: どうも

Hiroshi Kumaki: 空気とか

Hiroshi Kumaki: 景気とか

Hiroshi Kumaki: 目に見えないものを

Amari Blackburn: ビジネスコンプライアンスの考え方は尊敬されるんだけど松下幸之助みたいな「全体底上げ論」のひとはあんまりいないんですよね

Hiroshi Kumaki: ものごとの理由や原因にもってきたがるな、と。

Haruka McMahon: ただ、それは日本独自の発想ではなくて

Haruka McMahon: もともと古代の思想で「プネウマ（霊）」というものがあって

Hiroshi Kumaki: うむ

Haruka McMahon: そういうものがその場を支配している、という発想はもともとあった

Haruka McMahon: 英語圏でも、中世以前は村社会的、世間的なものはあった

Hiroshi Kumaki: ですね

Haruka McMahon: 近代以降、キリスト教支配をいきわたらせる過程で

Haruka McMahon: プネウマや世間的なものを

Hiroshi Kumaki: うん

Haruka McMahon: 教義に反するということで徹底的に追放していった

Hiroshi Kumaki: 一神教ですからね

Hiroshi Kumaki: 神様が

Haruka McMahon: だから今日の神ー人間という関係が確立された と

Hiroshi Kumaki: それにとってかわる

Haruka McMahon: この本では説明されてます

Hiroshi Kumaki: 因みに

Hiroshi Kumaki: 景気はもともと中国語かな

Hiroshi Kumaki: 美術用語ですね

Haruka McMahon: 美術用語なんだ

Hiroshi Kumaki: 美しい場所には

Hiroshi Kumaki: その場所を美しく見せる

Hiroshi Kumaki: エネルギーが満ちている

Hiroshi Kumaki: それが

Hiroshi Kumaki: 景気

Haruka McMahon: おお

Hiroshi Kumaki: 景色の

Hiroshi Kumaki: 気

Hiroshi Kumaki: 日本人が

Hiroshi Kumaki: それを

Haruka McMahon: 実体がないのにその場の見え方を支配する

Hiroshi Kumaki: 輸入して使っていく過程で

Haruka McMahon: まさしく空気的ですね

Hiroshi Kumaki: そうそう

Memo Parnall: 熊木さん物知りや〜
Hiroshi Kumaki: あは

Hiroshi Kumaki: てか

Hiroshi Kumaki: 嫌いなんですよ

Hiroshi Kumaki: 空気とか

Hiroshi Kumaki: 世間とか

Hiroshi Kumaki: 景気とか

Haruka McMahon: わかりますｗ

Memo Parnall: うむうむ

Hiroshi Kumaki: わけのわからないもの。ｗ

Amari Blackburn: ははは

Hiroshi Kumaki: それより

Hiroshi Kumaki: はっきり

Hiroshi Kumaki: ドレスコード違いますよ、とか

Memo Parnall: ハルカ先生のお話にもあったけど、自分の不安投影しとるだけやからねえ、たいがい

Hiroshi Kumaki: 言われる方がわかりやすいじゃないですか。

Haruka McMahon: そうですねー

Hiroshi Kumaki: 今日は正装ですよ、とか

Hiroshi Kumaki: 今日はラフな格好で、とか

Hiroshi Kumaki: 具体的に行きたい。ｗ

Amari Blackburn: でも、人がいるからこそなんですよね。そもそも話し相手にも事欠くとかだと。。。

Memo Parnall: ルールがあるならルールに従うけど、わけわからんとっからもってくんなとw

Haruka McMahon: でもドレスコードってのも考え方によってはあいまいですよね

Hiroshi Kumaki: そそ

Hiroshi Kumaki: あー

Hiroshi Kumaki: 普通は

Hiroshi Kumaki: これ着て来てねって決まってますね

Haruka McMahon: 「平服でお越しください」といってもTシャツジーンズが許されるわけではないｗ

Hiroshi Kumaki: ああ

Hiroshi Kumaki: それは

Hiroshi Kumaki: ｗ

Hiroshi Kumaki: だから

Hiroshi Kumaki: 今の会社では

Hiroshi Kumaki: カジュアルデーとかありますけど

Hiroshi Kumaki: カジュアルの定義がしてありますね。ｗ

Haruka McMahon: あー

Hiroshi Kumaki: びっくりしますけど。ｗ

Hiroshi Kumaki: わかりやすいかも。ｗ

Haruka McMahon: 定義されてないと

Haruka McMahon: それもまた空気読めになっちゃう。

Amari Blackburn: それは共通の「お約束=慣習」があるし。「御中」を消して「様」に直すとかのと一緒で。

Hiroshi Kumaki: そうそう。ｗ

Amari Blackburn: 知らないとえらいおこられたりする

Hiroshi Kumaki: あはは

Amari Blackburn: 政治家の人の挨拶状はちゃんと

Haruka McMahon: 「御中を消して様にする」ってのも、考えようによっては呪術的ですよね

Amari Blackburn: 筆と墨で書かないと地球の裏に飛ばされる＞政治家の挨拶状

Hiroshi Kumaki: あはは

Memo Parnall: ひー

Amari Blackburn: いや、まじでありました。知らないと偉いことに

Haruka McMahon: じゃない、「行」を消して「御中」とかにするんじゃｗ

Hiroshi Kumaki: うんうん

Hiroshi Kumaki: 御中は

Memo Parnall: お習字なんか出来ないんで、ナニカに出馬するのはやめた！！！

Hiroshi Kumaki: 宛先不特定多数なのでね

Hiroshi Kumaki: 失礼なんですね、ちゃんとしたものだと

Haruka McMahon: あ、なるほど

Memo Parnall: 部署宛だと御中、個人宛だと様？

Hiroshi Kumaki: そうそう。

Hiroshi Kumaki: だから

Hiroshi Kumaki: キラカフェ御中で

Haruka McMahon: そっちの直しですか

Hiroshi Kumaki: キラカフェ　アーモンド様

Memo Parnall: なんか最近個人宛で御中やった悪寒がする件について…！

Hiroshi Kumaki: なわけです。

Naoyuki Mertel: ｗｗｗ

Hiroshi Kumaki: うはは

Memo Parnall: うえーん…

Memo Parnall: て、流れとめてるし！！！！

Hiroshi Kumaki: ｗ

Haruka McMahon: でも。空気って自分が支配される分には厄介だけど

Hiroshi Kumaki: さて

Hiroshi Kumaki: そろそろでしょうか

Hiroshi Kumaki: お

Haruka McMahon: 自分が空気を作れれば

Haruka McMahon: 上手く使えばコミュニケーションがスムーズになりますよね

Hiroshi Kumaki: そうですね

Haruka McMahon: たとえばここにいらっしゃる方で

Memo Parnall: 説得力あるヒトって、そゆの上手なんかも

Haruka McMahon: リアルに教壇とか他の人に教える場とかに立つ人多いと思うんですが

Haruka McMahon: 「授業の空気」とか作るのって結構重要じゃないかと

Hiroshi Kumaki: なるほどね

Haruka McMahon: うまく空気が作れないと、下手したら学級崩壊とか

Hiroshi Kumaki: あはは

Haruka McMahon: それはまあ極端ですけど

Hiroshi Kumaki: それは

Hiroshi Kumaki: やっぱり工夫しますよね

Hiroshi Kumaki: 登場の仕方から

Haruka McMahon: おー

Hiroshi Kumaki: あとは

Hiroshi Kumaki: 第一声を

Hiroshi Kumaki: どうするかとか

Haruka McMahon: ふむふむ

Memo Parnall: ぶっちゃけへたくそだ……orz

Hiroshi Kumaki: あと

Hiroshi Kumaki: 休憩時間の遊びの雰囲気から

Hiroshi Kumaki: そのまま授業に持っていくとか

Naoyuki Mertel: あ、、そろそろ移動します～＾＾またです＾＾

Memo Parnall: あ。教室はいるときに、声出しはするようになった。自分の気持的に…

Haruka McMahon: おお

Memo Parnall: またですー

Haruka McMahon: おつかれさまでしたー

Naoyuki Mertel: では～～

Amari Blackburn: わたしもそろそろ

Hiroshi Kumaki: はーい

Amari Blackburn: たのしかったです、おやすみなさい

Memo Parnall: は。しゃわわせねばー！

Hiroshi Kumaki: 僕もそろそろですね。

Haruka McMahon: 今日はどうもありがとうございましたー

Memo Parnall: 来月、空気の話するんで、色々参考になりました

Hiroshi Kumaki: ではでは〜
Amari Blackburn: ありがとうございました

Hiroshi Kumaki: こちらこそありがとうございました。
